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企業情報化協会より「ITマネジメント賞」を受賞 
 
 
野村ホールディングス株式会社（代表執行役社長 グループCEO:永井浩

二、以下「当社」）は、公益社団法人企業情報化協会（会長:宇治則孝、以

下「IT協会」）による平成29年度（第35回）IT賞において「ITマネジメント賞」

を受賞しました。昭和60年度（第3回）本賞、平成12年度（第18回）総合賞、

平成25年度（第31回）総合賞に次ぐ4度目の受賞となります。 
 
IT賞は、わが国の産業界、行政機関などの業務における生産性向上や効果的なマネジメントシステ

ムの整備促進等を目的に、IT協会が発表している賞です。今回受賞したITマネジメント賞は、ITを経営

改革の手段として活用し、効率化や企業体質の変革、生産性の向上などを実現したと認められた企業

に授与されるものです。 
 
当社の連結子会社である野村證券株式会社（代表執行役社長:森田敏夫）は、30年以上にわたり業

務に合わせて修正や追加を繰り返し複雑化・肥大化した証券業務の基幹システムを、2016年3月に刷

新しました。新システムは、外部のITサービスを積極的に活用して当社の業務をスリム化し、システム

維持管理にかかる費用を抑制しました。また災害時の復旧機能も強化し、システムの拡張性や新IT技
術の応用等の自由度を高めることで、お客様に多様なサービスを迅速に提供できる基盤を整備しまし

た。 
IT協会は、こうした当社の取り組みについて、「部門横断的な大規模プロジェクトを経営層の強力なコ

ミットメントで推進し、ビジネス競争力の向上に貢献するとともに、老朽化した基幹システムの抜本的解

決の方向性を示すもの」と高く評価、今回の受賞となりました。 
 
当社は今後も、業務の効率化を進めながら戦略的な分野へのIT投資を継続的に行い、ITを活用した

新しい金融サービスの企画・開発に取り組む等、お客様にとって利便性・満足度の高い商品やサービ

スを提供していきます。 
 

  



 

 

【ご参考】 
IT協会ウェブサイト「平成29年度（第35回）IT賞受賞企業決定」 
https://www.jiit.or.jp/information/detail/info35itaward.html 
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